
 

「失敗は成功の基」・「思いをもち 挑戦しよう 

失敗は成功の基とよく言われます。 

・失敗の原因をつきとめて改善すれば、むしろ成功への契機となる。 

・失敗したからといってくじけず、冷静に対処することが成功を 

もたらす。などという意味があるそうです。（ことわざ辞典より） 

私たち大人は、子どもたちが失敗しないように必要以上に手を出した

り、レールを敷いたりしがちです。もしかすると、それは、失敗から立ち上がる力を育てる機会を奪っ

てしまっているのかもしれません。自分や周りの人を傷つけてはいけませんが、適度な失敗経験は必要

ではないかと思います。失敗を恐れないで挑戦する力や失敗から立ち直る力を身につけて欲しいと思い

ます。 

失敗したその時、どのような言葉をかけるかが大切です。失敗や過ちを責めるのではなく、どうした

らよいか一緒に考えてあげる、教職員・大人でいたいと思います。 

本校は、結果を褒めるだけではなく、思いをもち 挑戦している過程を「心のチャンピオン」として

認め、褒めていきます。結果だけを褒めると、 

・よい結果を出さないと認めてもらえない。 

・失敗してはいけない。 

・テストで良い点を取らないといけない。 

という気持ちになってしまいます。一生懸命、自分の思いに向かって頑張っている姿を認めて褒めてあ

げることで、失敗を恐れないでチャレンジする子どもに育っていくと考えています。 

上流にある角張った石が、川の水で流され、ぶつかり合って丸くなっていくように、私たち人間も気

持ちと気持ちがぶつかり合うなかで、人の気持ちがわかる丸い人間に成長していくのではないかと思い

ます。トラブルがなく平穏に日々が過ぎていって欲しいと願いますが、なかなかそうくはいきません。

トラブルが起きてしまった時は、大きく成長できるチャンスと捉え、学校と保護者の皆さんと協力し合
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ってピンチをチャンスに変えていきたいと思います。どうかよろしくお願いします。  （文責 校長）  

将来の夢に向かって取り組む職業体験                 

８名の岳洋中学校の生徒さんが、３日間の職場体験に 

きました。私は、教員という仕事は、将来の日本の明る 

い未来を築く素晴らしい仕事だと自負しています。 

是非、教員を目指してください。 

小笠東小学校の子供たちからも、教員という素敵な仕事 

を目指してくれる子がでてくるとうれしいです。 

【岳洋中学生さんに伝えた、校長の思い（一部割愛）】 


